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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性医薬組成物であって、
　　　イオン化治療薬と、
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　　　イオン成分と、
　　　前記イオン化治療薬と前記イオン成分との間の相互作用を制限するのに十分な濃度
であり、それにより前記組成物に安定性を与える、グアーガムと、
　　　水と、
を含み、
　　　前記組成物は、少なくとも６．０であるが８．３以下である、ｐＨを有する、
水性医薬組成物。
【請求項２】
　可溶化剤をさらに含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記可溶化剤は、シクロデキストリンである、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記イオン化治療薬は、抗ヒスタミン剤である、請求項１、２、または３に記載の医薬
組成物。
【請求項５】
　前記抗ヒスタミン剤は、オロパタジンおよびエメダスチンからなる群から選択される、
請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記オロパタジンは、オロパタジンＨＣｌであり、前記エメダスチンは、二フマル酸エ
メダスチンである、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記イオン成分は、防腐剤である、請求項１～６のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記防腐剤は、ポリマー第４級アンモニウム化合物および塩化ベンザルコニウムからな
る群から選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記グアーガムは、天然グアーおよびヒドロキシプロピルグアーからなる群から選択さ
れる、請求項１～８のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記医薬組成物は、眼への局所適用に好適な点眼用組成物として製剤化される、請求項
１～９のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記組成物は、点眼器中に配置される、約６．４～約７．９のｐＨを有する、２００～
４５０の浸透圧を有する、またはそれらの任意の組み合わせである、請求項１～１０のい
ずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ホウ酸塩をさらに含む、請求項１～１１のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　ポリオールをさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　眼、鼻、または耳の炎症を治療するための請求項１～１３のいずれかに記載の医薬組成
物であって、
　前記医薬組成物はヒトの眼、耳、または鼻に局所的適用されることを特徴とし、前記医
薬組成物は、点耳用、点眼用、または点鼻用組成物である、
医薬組成物。
【請求項１５】
　前記医薬組成物は、点眼用組成物であり、前記医薬組成物の局所的適用は、点眼器から
眼に点眼薬を分注することを含む、請求項１４に記載の医薬組成物。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明はまた、眼、鼻、または耳の炎症を治療する方法を検討する。方法によると、本
発明の組成物は、ヒトの眼、耳、または鼻に局所的に適用され、組成物は、点耳用、点眼
用、または点鼻用組成物である。好ましい実施形態において、組成物を局所的に適用する
ステップは、点眼器から眼に組成物の点眼薬を分注することを含む。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　水性医薬組成物であって、
　　　イオン化治療薬と、
　　　イオン成分と、
　　　前記イオン化治療薬と前記イオン成分との間の相互作用を制限するのに十分な濃度
であり、それにより前記組成物に安定性を与える、グアーガムと、
　　　水と、
を含み、
　　　前記組成物は、少なくとも６．０であるが８．３以下である、ｐＨを有する、
水性医薬組成物。
（項目２）
　可溶化剤をさらに含む、項目１に記載の医薬組成物。
（項目３）
　前記可溶化剤は、シクロデキストリンである、項目２に記載の医薬組成物。
（項目４）
　前記イオン化治療薬は、抗ヒスタミン剤である、項目１、２、または３に記載の医薬組
成物。
（項目５）
　前記抗ヒスタミン剤は、オロパタジンおよびエメダスチンからなる群から選択される、
項目４に記載の医薬組成物。
（項目６）
　前記オロパタジンは、オロパタジンＨＣｌであり、前記エメダスチンは、二フマル酸エ
メダスチンである、項目５に記載の医薬組成物。
（項目７）
　前記イオン成分は、防腐剤である、項目１～６のいずれかに記載の医薬組成物。
（項目８）
　前記防腐剤は、ポリマー第４級アンモニウム化合物および塩化ベンザルコニウムからな
る群から選択される、項目７に記載の医薬組成物。
（項目９）
　前記グアーガムは、天然グアーおよびヒドロキシプロピルグアーからなる群から選択さ
れる、項目１～８のいずれかに記載の医薬組成物。
（項目１０）
　前記医薬組成物は、眼への局所適用に好適な点眼用組成物として製剤化される、項目１
～９のいずれかに記載の医薬組成物。
（項目１１）
　前記組成物は、点眼器中に配置される、約６．４～約７．９のｐＨを有する、２００～
４５０の浸透圧を有する、またはそれらの任意の組み合わせである、項目１～１０のいず
れかに記載の医薬組成物。
（項目１２）
　ホウ酸塩をさらに含む、項目１～１１のいずれかに記載の医薬組成物。
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（項目１３）
　ポリオールをさらに含む、項目１～１２のいずれかに記載の医薬組成物。
（項目１４）
　眼、鼻、または耳の炎症を治療する方法であって、
　ヒトの眼、耳、または鼻に、項目１～１３のいずれかに記載の医薬組成物を局所的に適
用することを含み、前記組成物は、点耳用、点眼用、または点鼻用組成物である、
方法。
（項目１５）
　前記組成物は、点眼用組成物であり、前記組成物を局所的に適用する前記ステップは、
点眼器から眼に点眼薬を分注することを含む、項目１４に記載の方法。
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